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秋田県立秋田南高等学校同窓会会報
「南 翔」　第73号
題字揮亳
　鈴木　義信 氏（4期・東京支部） 書道家

　2020年東京オリンピック・パ

ラリンピックが開催されるはず

でした。しかし2月中旬から世界

中で新型コロナウイルスの感染

が広がり始め、日本では首都東

京を中心に感染の第一波が到来

し東京五輪はじめ多くのイベン

トも延期や中止になりました。

長い休校で子供たちの学びが停

滞し学力格差が広がるかもしれません。秋から冬にかけ

てさらに感染が拡大し、社会や経済が止まれば影響は甚

大です。

　令和2年に入ってからの同窓会は、1月31日に開催され

た市役所蕗生会総会への参加、5月18日の三役会議・監

査、6月13日に理事会を開催しました。2月29日に開催予

定だった56期生の同窓会入会式は中止。翌3月1日の卒業

式、4月7日に挙行された高校59期生240名、中等部5期生

80名の入学式は、先生、卒業生、新入学生とその保護者で

行われたと聞いております。初めて校歌を歌うことが出

来ず、吹奏楽部の演奏を聴けない春でした。5月25日母校

に眞壁校長先生を訪問し入学式を含め中等部、高校の現

況をお聞きしました。例年、手に汗握る試合が期待され

た運動部、そして吹奏楽部をはじめ文化部の大会もほと

んど中止決定となりました。特に3年生最後の年は、思い

出を作れない残念な一年といえます。同窓会は、高校3年

生の運動部、文化部そして中等部運動部の各3年生の名

前が載った秋田魁新報に応援エール広告を出しました。

全県の各同窓会も母校の活躍を期待し待ち望んでいた

と思います。例年7月に開催される総会・南翔の集いは中

止を余儀なくされ、今後予定されている同窓会活動はほ

ぼ開催できない状況になりそうです。今夏も暑い日々が

続きました。3年生の教室には、休校での遅れ、進学対策

としてエアコンが取り付けられました。地球温暖化が進

み、毎年気温も上昇し、熱中症も多発しています。すべて

の学校の環境整備が必要です。

　同窓会は「在校生と共に」を基本理念として活動して

います。2022年（令和4年）には学校創立60周年を迎え、中

等部１期生が高校を卒業します。中高一貫教育校として

の評価を受ける最初の年となります。同窓会・南翔は、

記念事業として母校在校生のために教育支援金として

1,000万円の寄付を昨年の同窓会総会で決議させていた

だきました。創立70周年に向けて、グローバルリーダー

として必要な資質・能力を身につけるために役立ててい

ただきたいと思います。新型コロナウイルスは、大都市

の感染リスクを浮き彫りにしました。感染症に抵抗力を

持つ適度な「疎」は、地方にあります。東京一極集中のリ

スクを直視し、地方への人の分散に舵を切る時であると

いわれ始めています。このことは、地方都市秋田にとっ

て重要な転換期になると思います。地方分散を進める持

続可能な開発目標（ＳＤＧs）を達成するため、在校生卒

業生のさらなる「探究」への挑戦を期待します。

　2021年は同窓会・南翔の日常が取り戻され、同窓会の

絆が深まり、母校・在校生のますますの発展・向上を祈

り、創立60周年に向け皆様のご協力をお願い申し上げま

すとともに、ご健勝をお祈り申し上げます。

写真提供　㈱岩田写真　岩田幸久（21期生）
（秋南祭除く）

校舎から野球場方面を望む

秋田県立秋田南高等学校同窓会

会　長　山　岡　緑三郎（３期）コロナ禍を乗り越え創立６０周年に向かって

中庭

校舎正面

2020秋南祭モザイクアート
「閃
せんよう
耀」
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教育振興会　会長　鈴木　力雄（5期）

　2022年度（令和4年度）、母校は創立60周年を迎えます。
　ご承知のように母校では、創立以来10年毎にＰＴＡ・
同窓会・教育振興会の協力を得て各周年記念事業を行い
学校の歴史を顕彰してまいりました。
　この度の60周年は創立50周年を新たなスタートとし
て、創立100周年に向けた最初の10年間の学校の記録、生
徒の活躍を顕彰するような方向で検討されています。
　去る6月11日、創立60周年記念事業について眞壁校長
の呼び掛けでＰＴＡ会長、同窓会長、教育振興会長との
会合がもたれ『ＳＧＨ・中高一貫教育校の評価と展望を
中心に、同窓会・ＰＴＡ・教育振興会のご協力のもと在校
生が一丸となって取り組むことが出来る記念事業を目
指す』ことで、およその骨太の方針がまとまりました。

創立60周年記念事業について

　新型コロナ感染症拡大の中、生徒たちはどのように勉
学に集中し学校生活を送っているのでしょうか。眞壁聡
子校長にお話を伺いました。

◆学校生活と様々な対応
　今年度は４月13日から5月10日まで臨時休校になり
ましたが、生徒たちは元気で無事に過ごしています。授
業中、職員はマスク着用を徹底し生徒も２名以上で作業
する場合は必ずマスクを着用しています。また、今年に
限って机上にペットボトルなど飲み物を置いてよいと
いうことにしています。教室で密の状態を避けるという
問題ですが、中等部ができた時点で空き教室はほとんど
なく分散することは不可能です。そのため換気、マスク、
手洗い、手指消毒液の設置そして自分の身は自分で守る
という注意喚起をしています。現在、３年生の教室には
県の予算でエアコンが設置されました。また事前に移動
式のエアコンを購入済みで、これらを活用し環境を整え
ていきます。また、秋田県では今年度中に全ての県立学
校にWiFiが整備され、タブレットを中等部には今年度中
に、高校生には３年計画で全員に配布されることになっ
ています。
◆秋南祭
　１日だけの規模を縮小した秋南祭でしたが、楽しく無
事に終えることができました。準備が短期間でしたが生
徒たちは本当によくがんばりました。高校と中等部のそ
れぞれが独自に企画・運営し、特に中等部は自分たちの

力だけで成し遂げたことに
より成長しました。
　もちろん高校生と一緒に
行動する良さもありますが、
コロナ禍で秋南祭を開催し
た事は生徒たちの心と意識
を進化させたと思っており
ます。
◆SGHの成果
　３月に開催する予定だっ
たSGH甲子園では、全国の
最優秀チームの40校に残
り、出場権を得ていました。
ところがそれも中止になってしまい、本当に残念でなり
ません。本校は職員と生徒の探究力と発信力が優れてい
ます。そして、SGHをやり抜いたことで生徒は普段の授
業でも様々な角度から考え、たとえたどたどしい英語で
あっても積極的に意見を述べます。SGHの実現で他校と
の差別化がきっちりと図られていると思っています。コ
ロナ禍の状況でも職員と生徒の情熱がSGHのみならず、
全てにおいて大きな進化を遂げたと思っています。

　他にも様々なお話を伺いましたが、コロナ禍であって
も生徒たちはたくましく強く、「獨立自尊」の精神を身に
つけたようでした。

雅樂代　昭子（16期）

眞壁聡子校長に聞く　レポート：「コロナ禍の新しい学校生活様式」

　また、2020年度（令和2年度）内に学校、ＰＴＡ、同窓会、
教育振興会で創立60周年記念事業実行委員会を発足す
ることも確認しました。

　見込まれる事業
　＝具体的には今後協議のうえ決定されます＝
　・記念式典（令和4年10月）
　・記念講演会
　・記念合唱曲等委嘱
　・60周年記念誌発行
　・運動部招待試合
　・吹奏楽部記念演奏会
　・記念祝賀会（同窓会「南翔の集い」と合同開催）
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いったパーソナルな部分を大切にしながら、会社での業
務に邁進しています。
　2019年には、自分にできる形で地元に貢献したいとい
う思いから、エレクトロニック・スポーツ（eスポーツ）の
プロチーム「秋田ライジングウォーズ」を結成し、今年3
月には、「一般社団法人秋田県eスポーツ連合」の立ち上
げも主導しました。
　eスポーツは今、大手企業が相次いで参入し、市場が急
伸している注目の分野であります。国内だけでも市場規
模は61億円（2019年）に達し、2023年には150億円を超え
るという見立てもあります。
　そのような中で秋田にeスポーツの文化を根づかせ、
コミュニティを活性化させ、トップシーンで活躍する選
手を育てていくことに、私は大きな可能性を感じています。
　若者の流出を食い止め、若者に選ばれるまちづくりに
は、学べる環境、働く場所の整備のみならず、若者が興味
を示す文化の定
着と賑わいの創
出が必要不可欠
です。わが愛すべ
きふるさとの"消
滅可能性"を小さ
くしていくため
にも、人口問題を
意識した事業を、
これからも粘り
強く展開していき
たいと思います。

　第35期生の須藤と申します。私は2006年、サーバー事
業をメインに行う「株式会社エスツー」を宮城県仙台市
で立ち上げ、2016年からは秋田県秋田市に本社を置いて
活動しています。
　当社の強みは、リモートでプロジェクトを遂行できる
技術の進歩によって、にわかに注目を集めるようになっ
た「ニアショア開発」を早い段階から推し進めてきたこ
と。今ではクライアント企業様から「地方の単価で首都
圏レベルのクオリティーを担保してくれる」といった評
価を得ることも叶い、納税寄付受付サイト「ふるさとぷ
らす」のような大型案件を事業譲渡されるまでになりま
した。
　現時点での従業員数は70名。定着が難しいといわれる
時代にあって、離職率が圧倒的に低いのが当社の自慢の
ひとつです。
　結果的に、秋田へ本社機能を移転したことも良い方向
へ作用しました。秋田は生活にかかるストレスが少な
く、育児環境に優れ、美しい四季の変化を身近に感じる
ことができる場所であり、社員たちは皆、家族や趣味と

活活躍
ＯＢＯＢするする

株式会社エスツー　代表取締役

須藤　晃平（35期）

社内のeスポーツルーム

　秋田南高校南翔会の皆様、大変ご

無沙汰しております。平成24年4月か

ら３年間お世話になりました佐藤健

公です。

　私が赴任した4月は創立50周年関

連の準備で学校は活気に満ちていま

した。6月の「獨立自尊」校訓碑除幕

式、剣道と野球の記念招待試合などを通して学校が一体

となっていきました。生徒たちは母校の歩みや校訓の意

味を考えることで、南高生としての矜持を持って高い目

標を追求しました。それは進路状況や部活動の結果に現

れています。10月の創立50周年記念式典に続く祝賀会に

は700名を超える関係者が集いました。母校へ寄せる皆

様の熱い期待を実現するべく、残りの２年半は、中高一

貫校とスーパーグローバルハイスクール(SGH)の指定獲

得に全力で取り組むことを心に決めました。

　中高一貫校及びSGHが実現できたのは、ひとえに同窓

会、PTA、教育振興会のご理解と絶妙なご支援のお陰で

す。教職員は入れ替わっても秋田南高校・中等部の目指

す方向は変わりません。生徒の夢を実現するために心を

一つにしてご指導いただきたいと思っております。

　現在勤務している国際教養大学には、南高生が毎年多

く入学してきます。授業の課題の多さや全国から集まる

学生の積極性に圧倒されながらも、それぞれの分野で活

躍しています。ご安心ください。入学者数が多いので秋

田南高校独自の「高大連携」などを作るなど、色々な取り

組みができるのではないかと期待しています。

　家は南高校のすぐ近くなのでほぼ毎日のように南高

生の姿を見かけます。また、生徒の声や音で元気をも

らっています。地域住民の一員として、今後とも秋田南

高校の飛躍を期待して止みません。

秋田南高校第十八代校長
（Ｈ24.4 ～Ｈ27.3）
国際教養大学国際教養学部　
教授　佐藤　健公　先生

恩師は今

TEL:018(846)0977　FAX:018（846）2469
E-mail:info@fru-ru.jp

ホームページ:http://www.fru-ru.jp

24期E組卒
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株式会社

フィデア情報総研
参事 （第14 期Ｉ組卒）金澤 邦雄

執行役員 （第18 期Ｇ組卒）三河 雅則
（第19 期Ｉ組卒）加藤 尚之

データセンタ事業部長

医療福祉部長

民需営業部長

（第19 期Ｉ組卒）菅原 英樹
（第24期D組卒）冨樫 　卓

〒010-0951
018-883-0200 https://www.fir.co.jp/

秋田市山王三丁目４番23号

ＩＣＴの利活用で地方創生に貢献します

待っていた」と期待をかけて頂いた。残念ながら複数合
格こそ成し遂げられなかったが、本校史上3人目の東大
合格者を輩出することができた。
　翌年、ＳＧＨ1期生である学年の中には、私の夢を現実
にする生徒と出会った。54期生の原田雄生である。彼は
私のアドバイスのもと、本校から直接アメリカの名門大
学であるアイビーリーグへの進学を目指した。最終的に
はアメリカのリベラルアーツ大学への進学を成し遂げ、
以降は本校から直接海外大学を目指すことは珍しくな
くなった。またこの学年ではＳＧＨクラスを担任し、こ
のクラスの生徒がＳＧＨ甲子園で最優秀賞を受賞。その
結果招待された世界大会であるグローバル・リンク・シ
ンガポールでも最高賞を受賞することができた。さらに
本校史上2人目の京大への合格者も輩出できた。
　そして現在、念願の中等部1期生を含む高校２年生の
学年で進路指導主担当をしている。現高2生は、中等部か
ら入学した生徒（中入生）と、高校から入学してきた生徒
（高入生）が、お互いにいい意味でのライバル関係を保ち
つつ、高い志を掲げ切磋琢磨している。
　2022年春、現高2生が卒業する際には、中高一貫校と
なった新生南高にふさわしい成果をお届けする。同窓生
の皆様には、ぜひ楽しみにお待ち頂きたい。

　 伊藤　栄治(32期)　担当教科：数学
　　　　　　　　　　　　 部 活 動：アーチェリー部
　秋田南高校に勤務して4年目になります。3年前に辞令をい
ただいたときは特にこれといった感情はありませんでした
が、高校生の時には分からなかった「秋田南高校」という重み
をひしひしと感じながら毎日生徒に接しています。特に、校
歌を聞いていると身も心も引き締まります。
　秋田南高校に勤務するようになってから、同窓生のつなが
りの強さを感じる機会が増えました。毎年新入生への激励講
演を快諾してくれる医療や経済界でご活躍されている同窓
の先輩方、部活動強化のために仕事の合間をぬって駆けつけ
てくれるＯＢやＯＧの皆さん、各支部の同窓会活動など、秋
田南高校にかかわるすべての方々がone teamとなって本校
の教育活動の活性化や、秋田県の発展のために尽力する姿を
間近で見てきました。
　秋田南高校は、「廊下のない校舎」から贅沢に空間を使った

「ハイカラな校舎」に様変わりし、まもなく創立60周年を迎え
ます。また、中高一貫教育校として新しい歴史と伝統を築い
ていく第一歩を踏み出そうとしています。このような大事な
時期に母校の教壇に立てることは非常に光栄なことであり、
同窓職員として責任を感じています。獨立自尊の校訓の下、
次代を担う生徒の育成に励むとともに、少しでも母校へ恩返
しができればと思いながらこれからも目の前の生徒に全精
力を注いでいきます。

　現在南高校では７名の卒業生が教鞭をとっています。
その中から３名の先生に母校へ赴任した感想、教師とし
ての想い、そして母校への期待などを熱く語っていただ
きました。

　 石川　聡（27期）　担当教科：保健体育　
　　　　　　　　　　　部 活 動：野球部　　
　7/21,516。創立以来、令和元年度までの卒業生の数に
対して令和2年度同窓の職員の数です。この数字を見た
だけで、とても重みを感じる数字です。平成3年に卒業し
た当時、教師になることが夢のまた夢だった自分がまさ
か母校の教壇に立つ日が来るとは夢にも思いませんで
した。平成26年4月に赴任したときは、「母校」というだけ
で何か特別な感はあったと記憶しています。「嬉しさ」、
「期待」、「希望」、「教師と生徒」、「先輩と後輩」・・・。
　昭和から平成、令和と時代が進むにつれて学校も生徒
も大きく様変わりしてきたように思います。県内でも有
数の高倍率を突破し入学してくる新入生は優秀で大き
な可能性を秘め、国公立大学の進学者数や難関大学の合
格者数が飛躍的に伸び、部活動の全国大会出場、ＳＧＨ
指定校、さらには中等部の開校など、時間とともに大き
く進化を遂げています。「誇り」をもてる学校や生徒に成
長してきた過程には、同窓会、教育振興会、ＰＴＡ、県内
外で活躍される同窓の方、地域による物心両面にわたる
たくさんのご支援、多くの激励のお言葉をいただき、大
変感謝しております。学習環境の整備、部活動への支援、
中等部開校にともなう支援態勢を受け、こんなにもたく
さんの方に支えられ恵まれた環境で学校生活を送れる
ことは私も含め在校生の幸せであり、同窓生の支えが
あってのことと心強さを感じる日々です。
　現在7名の同窓職員がおります。卒業してもなお母校
南高を見守ってくれている同窓生の存在と生徒の可能
性を引き出してくれる素晴らしい学校であり、生徒に伝
えることが我々の大事な使命だと感じ、これからも「理
想の光」求め、一同窓生として南高飛躍のために邁進す
る決意です。どうかよろしくお願いいたします。

　 中村　東（29期）　担当教科：数学　　
　　　　　　　　　　　部 活 動：山岳部　
　「私はこの学校を東北大はもちろん、毎年当たり前の
様に大勢の生徒が東大に合格する学校にします。そして
中高一貫校になったあかつきには、ハーバードやＭＩＴ
といった世界の名門校に合格できる学校にします。」こ
れは私の新任式での生徒への挨拶である。自分にとって
は母校に赴任したという思い以上に、新たにできる中高
一貫校に対する夢と期待で一杯だった。
　赴任してすぐに東大志望者が4人いるクラスの担任を
任された。佐藤健公校長からは「今年は南高初の東大複
数名合格が目標」「このクラスをお前のために準備して

母校の教壇に立つ　～想いと情熱を語る～
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株式会社 宇佐見経営
税理士　宇佐見　康伸（4･A）
税理士　宇佐見　昇平

TEL（018）832－8045
FAX（018）832－8195

運 動 部 活 動

文 化 部 活 動

　　　三段跳　　　優勝　津谷　環奈
　　　七種競技　　２位　佐藤　海帆
男子　200ｍ　　　３位　打矢　祐樹
　　　400ｍ　　　２位　打矢　祐樹
　　　4×100mR　３位 (塩崎・鎌田・太田・打矢)
　　　4×400mR　優勝 (高野・塩崎・鈴木・打矢)
　　　やり投　　　２位　鈴木　錬
水泳部
女子　100ｍバタフライ　　　　  １位　斎藤　瑠那
　　　200ｍバタフライ　　　　  １位　斎藤　瑠那
男子　50ｍ自由形　　　　　　　 ３位　齊藤　泰斗
　　　100ｍ平泳ぎ　　　　　　  ３位　柴田　万潤
　　　200ｍ平泳ぎ　　　　　　  ３位　柴田　万潤
　　　100ｍ背泳ぎ　　　　　　  １位　川口　伝央
　　　200ｍ背泳ぎ　　　　　　  ３位　川口　伝央
　　　100ｍバタフライ　　　　  ２位　齊藤　泰斗
　　　200ｍ個人メドレー　　　  ３位　三浦　凌
　　　400ｍ個人メドレー　　　  ２位　三浦　凌
　　　4×100ｍメドレーリレー　１位 （川口・柴田・齊藤・三浦）
　　　4×100ｍフリーリレー　　１位（齊藤・川口・柴田・三浦）
ボクシング 　　　　  ミドル級　  １位　佐々木　直哉
バレーボール部　　　準決勝敗退　０-２秋田工
バスケットボール部　
女子　リーグC　２位
男子　リーグA　３位
ラグビー部（全県大会）
秋田・秋田南・能代工業　10 - 7　大館鳳鳴・大館桂桜
　　 (合同チーム)　　　　　　　　 (合同チーム)　

第40回高校生英語弁論大会東北地区代表選考
最優秀賞　 寳田　真悠
　　　　　 発表題：The Current Situation of Food Waste
放送部
秋田県高校アナウンス朗読コンテスト

【朗読】優秀賞　山下　花梨、　中來田　彩水
文芸部
第44回全国高等学校総合文化祭　2020こうち総文
参加推薦　文芸部誌「岬」

硬式野球部
2020秋田県高校野球大会
3回戦敗退 ０-１由利
1回戦　　17-1　5回コールドゲーム　（15安打）
TEAM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 R
秋田高専 0 0 0 0 1 1
秋田南 9 1 0 7 × 17

2回戦　　4-3　（12安打）
TEAM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 R
秋田工 0 0 0 0 0 1 1 1 0 3
秋田南 0 0 1 1 0 0 1 1 × 4

3回戦　　0-1　（7安打）
TEAM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 R
由利 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
秋田南 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

秋田県高校体育大会（中央支部）
剣道部
女子　1・2年生の部Ａブロック　３位　齊藤　桜　
　　　1・2年生の部Ｂブロック　３位　今野　珠希
男子　３年生の部Ａブロック 　 ３位　小野　貫太　
　　　３年生の部Ｂブロック
　　　優勝　渡部　大翔 　　　 ２位　菅原　高嶺　
　　　1・2年生の部Ａブロック　優勝　小松　大遥
サッカー部　３位
　２回戦　５－１男鹿工業
　準決勝　１－１（PK２－４）西目
陸上競技部
女子　200ｍ　　　３位　石井　月乃
　　　1500ｍ　　 ３位　佐藤　爽花
　　　3000ｍ　　 ３位　佐藤　爽花
　　　4×100mR　３位 (髙橋(舞)・鎌田・髙橋(遥)・津谷)
　　　4×400mR　２位 (鎌田・吉田・佐藤・石井)
　　　走幅跳　　　優勝　津谷　環奈

令和２年度秋田南高等学校同窓会＜南翔＞の
総会および南翔の集いについて

　本年７月に予定していました同窓会の総会および南翔の集いは、新型コロナウイルス感染拡大の状
況を鑑み中止になりました。
　令和２年度の事業計画（案）と収支予算（案）は、６月１３日（土）に行いました理事会で原案どおり承
認していただきましたので、詳細については来年度総会でご報告させていただきます。
 　来年には多くの会員の皆様と再会できることを楽しみにしております。
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　昨年12月に中国武漢市で発生したCOVID-19
は瞬く間に世界中に広がり、７月の同窓会総
会・南翔の集いは中止に追い込まれ、各同窓会
支部総会、及び各部活ＯＢ会も次々と中止に
なりました。

▲

同窓会活動の周知を旨とする
会報部会はピンチとなりました。そこで、本来
であれば８ページ建ての秋発行号を２ページ
減の６ページ建てで発行することにしました。

チョッピリ薄めの秋号ですが中身はチョッピリ濃いか
も。

▲

それにしてもです。グローバル社会と言われるよう
になって久しいですが、今回その事実をこんなかたちで
突きつけられるとは。何という皮肉でしょうか。どうやら

〒010－1437　秋田市仁井田緑町4の1
　　　　　 　  秋田県立秋田南高校内
電　　  話：018－833－7431
同窓会HP：http://www.akitaminami.net/

グローバル化というのはいいことばかりではないようで
す。課題山積です。

▲

母校の教育理念はグローバルリー
ダーの育成。このところアフター・コロナというワードが
出始めました。世界は大きな歴史の転換点にいるのかも
しれません。新しい世界秩序が構想されるときです。卒業
生も含め、秋南生の中から課題解決に挑む新しい時代の
芽が出てくるかもしれません。　　 　藤原　常太（９期）

■72号「令和元年叙勲受賞者」の記載内容
に誤りがございました。つきましては、下
記の通り訂正をさせていただきます。
ご迷惑をおかけいたしたことを深くお詫
び申し上げます。
　正）石田　泰（２期）
　誤）石田　泰（３期）
■マスターズ甲子園について
　マスターズ甲子園とは、秋田県ではま
だ馴染みがない大会ではありますが、今

年で17回目を迎える全国大会です。
　高校野球の名門校、春夏通じて甲子園
出場がない高校が、世代を越えた同窓会
チームを結成し、毎年11月に聖地・甲子園
という夢の舞台でもう一度あの頃に戻り
白球を追う。それがマスターズ
甲子園。
　母校野球部OB会は平成27年に
加盟し、秋田県内の高校野球部
OB会の相互の交流も兼ねながら
徐々に加盟校を増やし、今年は
11校が参加して甲子園秋田県予
選を開催いたしました。

　私と長男（55期）も同校野球部OB。現役
の後輩達と甲子園Ｗ出場！そんな日を楽
しみに親子で奮闘中です。
　今後もたくさんの野球部OBの参加をお
待ちしております。　 松田　一秀（26期）

進　学　状　況  （現役生）
区 
分

学 校 名 2020年 2019年 2018年 区 
分

学 校 名 2020年 2019年 2018年
合格 進学 合格 進学 合格 進学 合格 進学 合格 進学 合格 進学

国 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
立

北海道大 2 2
公 
 
立

秋田県立大 2 1 2 2 1 1
弘前大 2 2 5 5 1 1 　　　システム (1) (1) (1)
岩手大 3 3 9 9 11 11 　　　生物資源 (1) (1) (1) (1) (1) (1)
東北大 5 5 7 7 13 13 国際教養大 8 8 3 3 7 7
　　　文 (1) (1) (2) (2) (3) (3) 公立大計 (上記以外含 25 22 17 115 15 14
　　　法 (1) (1) (1) (1) (1) (1)
　　　経済 (1) (1) (1) (1) (3) (3) 区 

分
学 校 名 2020年 2019年 2018年

　　　教育 合格 進学 合格 進学 合格 進学
　　　理 (1) (1) (1) (1) (2) (2)

私 
 
 
 
 
 
立

東北学院大 18 2 14 5 14 5
　　　工 (2) (2) (4) (4) 秋田日赤看護大 7 1 8 2 6 4
　　　医 (1) (1) 青山学院大 1 1 1 1 1 1
宮城教育大 4 4 2 2 2 2 慶應大 1 1 2 1
秋田大 43 41 39 39 54 54 中央大 1 1 1 1 3 2
　　　教育文化 (16) (14) (23) (23) (23) (23) 津田塾大 5 2
　　　国際資源 (6) (6) (3) (3) (5) (5) 東海大 7 1 3 1 7 1
　　　理工 (12) (12) (8) (8) (21) (21) 東洋大 4 1 4 1 10
　　　医 (9) (9) (5) (5) (5) (5) 日本大 9 4 6 2 7 3
山形大 3 3 3 3 7 7 法政大 5 3 3 3 5 2
宇都宮大 8 8 4 4 2 2 立教大 5 4 1 1 2 2
東京学芸大 2 2 1 1 2 2 早稲田大 3 2 2 1 1 1
一橋大 1 1 同志社大 1 1 1 1
横浜国立大 1 1 私立大計 (上記以外含む) 185 54 140 51 179 65
新潟大 17 17 10 10 7 7 ・私立短大進学：２名 

・専門／各種進学：４名国立大計 (上記以外含む) 112 110 113 113 127 126

進　学　状　況　（現役生）

秋田市泉北４丁目３番２８号


